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友人のカメラマン、滝本淳助さんが、 の赤ちやんて、 もっ とブ ー— ッ としてる 
「江戸時代のメチャクチャな奴って、本当 ような顔してたのに。最近の赤ん坊は二 
にメチャクチャだったんだろうな」 重の眼が パッ チリしてたりする。 

と例によってドクトクの事を言ってポク ポクなんかの小学校の時は、子供はも 
を笑わせた事が ある。 う 少し整ってなかったな。 という か実際 
でも勝新太郎なんか見てると、世の中 キタナィ奴が多かったように思う。 

が進むにしたがって、メチャクチャな奴 特に髪の毛とか。ハナ水でしよ。 ミソッ 
というのも少なくなるんだなァ、と実感 歯でしよ。首の まわりに 垢なんかいっぱ 
する。 いつけた奴、足の裏がいつも黒くて カリ 
勝新太郎なんか、最後のメチャクチャ カリの 奴とかいた。 

な俳優と いう 感じがして、なんだか頼も まァ 、ポクの生まれる前なんて、 もっ 
しし と キタナイ、 それこそ シラ ミとか ハタケ 
今は子供なんかにしても、みんなキレ とかそういう 風だったのだろうけど。 
ィで どことなく整理され たという か、大 ポクが小学校の頃、最初に「こいつは 
人の社会のシステムに合ってるような気 メチャクチャだ」と思ったのはササキシエ 
がする。 ン という 友達だった。 

赤ちゃんの顔までもが、なんというか 小•学校2年生の時ポクが初めて学校で 
生まれて すぐ 整つている ように思、 つ。昔 ケン カした 相手だ。 


瘦せていて背が高くて白色なのは子供 てだけど。 

の頃から大人になるまで同じだ。 その時に、ただ飛び降りるのに飽きる 
何でケン ヵした か忘れたけど、 とに か と、廊下を歩いている奴の手を掴んで、 

く掴み合いの殴り合いの引っ掻き合いの 走りだして そのまま 飛び降りてしまうの 
ハデなフアイトだった。そして、なぜか だ。引っぱられる方は必死にならないと、 
担任の先生が見ていて止めなかった。何 それこそ 大ケガをしてうまう。 

か相方に言い分があって、どちらが良い 掃除の時に彼をみんなで掃除用具入れ 
悪いの問題じゃあなかったんだと思う。 に閉じ込めたら、彼はその扉をバリバリ 
最後はどうなったか忘れたけど、とに 蹴りやぶって出てきた。その時は相当先 
かくなんとなく終わって、家に帰った。 生に怒られていたようだけど。 

そしたらササキシェンがサンダ—パ—ド 教室の天井裏に上がって屋根裏中探険 
2号のプラモデルを持ってゥチに遊びに して埃だらけになって出てきたり。 

来たのだった。 鉄筋の新校舎ができた時も、まっ先に 
彼は手先が器用で、頭もよくて運動も ジャンプして廊下の天井に穴を開けたの 
できる奴だった。彼の父親はピアニスト はササキシェンだった。 

で、彼自身バイオリンをやっていた。も 中|の頃、モデルガンが流行った。し 
う10年以上会ってないけど、ヴァイオリ かし当時できた規制で、モデルガンは全# 
ニス トと して活躍している噂を何人もか て金メッキされてしまった。ササキシ H 
ら聞いた。 ンは放課後に理科室に忍び込んで、その 
ササキシェンは、それからよくゥチに 頃授業でやっていた「イオン化傾向」の 
遊びに来るようになった。だけど、ポク 差を使って金メッキをはがそうとしたの 
のオヤジの大工用ヵッタ—を見つけると、だった。そういう知的な事もやるのだ。 
いきなりポクの勉強机の端の角を、 中学3年の頃は自転車に凝ってて、イ 
~3 ソリ ゾリゾリゾリッ」 タリアの、なんていったっけな—、有名 
と— cm 以上も削り取ってしまうなんて事 なメ —力—のスポーツ車に乗っていた。 

をし よっ 中やっていた。 それも、競輪選手と同じ、ギアが空回り 
ポクも「うわっ」と思ったけど、驚い しないやつ。ペダルを後ろに回せばタイ 
たのはゥチの母で「なんて^ i なコなの/」 ヤも後ろに回るとい、っ。ポクらはとても 
と異常なコを見る眼でササキシェンを見 恐くて乗れなかった。 

ていた。 彼はそれをスイスイと乗り回し、だけ 
実際彼は乱暴で、学校の階段(木造校 ど結局バスにひかれそうになり、自分は 
舎だけど)を10段|度に飛び降りたりす 飛び降りて間一髪無傷、自転車はグシャ 
る。それはさすがに小学校も高学年になっ グシャになってしまった。 
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高校の頃もまだ自転車に凝ってて、な 
んと夜中に中央高速を走って、大月まで 
行き、料金所前の土手で焚火をして、夜 
明け前に帰ってくるなんて事をやってい 
た。 

ちょつ と聞けばそんなの ゥソと思う だ 
ろうけど、ポクはそれが本当の話だと確 
信できる。そういう奴だった。自転車を 
かついで柵を乗り込ぇ立入禁止の場所を 
突っ走るなんてのは、ササキシェンには 
朝飯前の事だったもの。 

でもポクらが大学に入った頃、ササキ 
シェンがアメ車のファイアーバ—ド?.) 
の才—プンカ—に乗ってるのを見た、と 
いう話を聞いた。 

ポクが最後に彼を見たのもその頃で、 
ロングブ—ツに、白い毛皮のショ—トコー 
卜を着て、 バイオリンケ—スを持つて歩 
いていた。 

うわ一、芸術家っぽいなア、かっこい 
いなアと思った。でも普通の、|般人で 
あるウチの母親なんかから見たら「変人」 
にしか写らないかもしれない。 


ポクの周りには、わりとそういう友人 
がいて、彼らにポクはすごく影響されて 
いるんだけど、自分では他人の机をカッ 
夕—で削り取るょうな事はできなかった。 

そうだ、花火をほぐして爆弾やロッケ 
卜なんかも作ってたな。ものすごく危な 
い。教室で水素を爆発させた奴もいた。 
先生がまっ蒼だった。あたり前だょな、 
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ポクが初めて原稿を書くのにカンゾメ 
になったのはニユ I 才 I タニだった。 

初めてなので朝から晚までず—っと机 
に向かっていたポクだったが3 日 目の夜 
にパクハツして友人がバイ トして る下北 
に飲みに行き、居酒屋でその友人とバカ 
飲みした。その友人はポクの身の上を気 
の毒に思ったのか、お腹をこわしてるの 
に付き合ってビ—ルをガンガン飲み、大 
笑いした拍子にプッとオナラをして I 緒 
にミまで出してしまつた。 

その瞬間彼はパッと立ち上がり、 

「やばい//:」 

と言うやトイレに走っ た。 

そして帰って来て、 

「いや一危なかった。パンツでくい止めた 
けど、そのパンツは トイレに 捨ててきた。 
今オレだから ノ —パン。落ちつかねぇ〜」 
と言って さらに 飲み続けた。 

結局ポクは彼を連れてホテルまでタク 
シ—帰りし、 部屋のウイスキ—を飲んだ。 

彼は面白がって全裸になって窓に立つ 
て外に手を振ったり、挙句の果てにはそ 
の部屋のゴミ箱にまたもウンコをしてし 


まつた。 

さすがにポクが笑いながらも怒ると、 
「ゴメン /• オレ、捨てて くるょ」 

と言って胴にバスタオルを巻いただけの 
姿でゴミ箱を持って部屋を出ていった。 
::いいのかなこん-;;一一いて。も、っニュ— 
才 I タニ泊めてくれないかもしれない。 
本当にスィマセン。反省してます。 

戻ってきた彼に、ゴミ箱をどうしたか 
聞くと、 

「大丈夫、エレべ一夕—ホ—ルの隅の方に 
置いてきたから」 

と言う。全然大丈夫じやない H でもポク 
ももうさすがにそれを取りに行けなかっ 
た。そんなもの。でも、今では私が責任 
を持って取りに行かねばならなかった、 

と思つている。反省しています。 

結局、その日は彼もそこに泊まって、 
翌朝目醒めると、 

「あ—、何やってんだろう。公共秩序まる 
で無視……」 

とポツリ。 

まつたくポツリじやないぜ。 

だけどポク、この「公共秩序まるで無 
視」というフレ—ズが気にいって時々思 
い出しては笑っている。そういう部分が 
無いとね。面白くもなんともない ぜ。 

その彼の友人のお兄さんのィッチャン 
という 人もメチャクチャで、ポクらの大 
学の学園祭に来て、意味もなく 
「よ—し、頭に来た、便器ぶつ壊しに行く 
ぞ才//:」 

とか言って鉄製のゴミつて S をぶつ 


壊し、その破片をまるで戦利品のょぅに 
握りしめて、教室にガイ戦帰国したり。：： 
トンデモナイですね。 

イッチヤンは今も河岸で働いてるから、 
たまに 会っても気風はいいし豪快だしお 
かしいし、ホン トに 面白い。 

ある時なんて飲み屋で飲んで たら 近く 
で火事があって、みんなで野次馬に出てっ 
た。 そしたらイツ チヤンがいない。と、 
「お—い/こつちだこつちだ」 

というイツチヤンの声。そつちを見ると 
イッチヤン、消防車の上に乗って火事を 
見てるではないか。 



ポクの友人のメチャクチャっぽい人の 
事を思いつくまま書いてみたけど、こん 
なのメチャクチャなうちに入らない。と 
言う人も多いと思います。 

でもこういう友人のパヮ—がいつもポ 
クをささえてくれてるわけで、ポクがい 
わゆる「オタク」というのが好きじやな 
いのも、こういう友人達がいるからなょ 
うな気がします。 

ついでに『部屋と Y シャツと私』だっ 
け？その歌もモノスゴク嫌いです、ォ レ。 









